
【はじめに】 

近年、プラスチックごみによる海洋汚

染が国際的な問題となっている。中でも

大きさが5㎜以下のものは「マイクロプラ

スチック(以下ＭＰ)」と呼ばれている。

ＭＰには製造された時点で5mm以下の一次

ＭＰと、プラスチック製品が紫外線や波

などの外的要因によって破砕・細分化さ

れた二次ＭＰがある。ＭＰは環境中の残

留性有機汚染物質(POPs)を吸着・濃縮す

ることや、水生生物が摂食している事例

も確認されていることから、環境問題や

生態系への悪影響が懸念されている。 

本市でも、令和元年度～令和2年度にＭ

Ｐ調査 1-3)に取り組んだが、調査当時は統

一的なサンプリング方法及び分析方法が

公表されておらず、独自の検査方法で調

査を行っていた。令和3年6月に環境省か

ら河川プラスチック調査ガイドライン 4)が

発表されたことを受け、今回はガイドラ

インに従って共通化された手法により調

査を行ったので、その結果を報告する。 

【方法】 

１.調査地点 

 市内の2河川8地点で調査を行った(図

1)。下流域に環境基準点を含む、流出先

が異なる二級河川を選定した。馬込川は

①周辺および④より下流は農地が比較的

多く分布しているが、②～④にかけては

商業施設、工場、住宅等が沿川に密集し

ており、人口集中地区に位置する 5)。一

方、都田川の周辺には水田や畑が広が

り、住宅や事業所などが点在する 6)。 

 

 表1 調査概要(令和5年度) 

調査地点 河川名 流出先 調査日 

① 沖橋 

馬込川 遠州灘 
7/27 
12/1 

② 新北河原橋 

③ 船越橋 

④ 下村橋 

⑤ 大明神橋 

都田川 浜名湖 7/24 
⑥ 潜竜橋 

⑦ 瀬戸橋 

⑧ 落合橋 

馬込川では上流から下流にかけて地点

①～④で夏季と冬季に採取し、都田川で

は地点⑤～⑧で夏季に採取した(表1)。い

ずれの調査も、調査日前5日以上雨が降ら

なかった日を選定した。 

２.試料採取 

開口部中央にろ水計を固定したプラン
ク ト ン ネ ッ ト (角 型 30cm× 30cm 、 側 長
70cm、網目315µm)を用いて、河川の流心
部で採取を行った。河川表面にネットを
全没させ、自然通水によって河川水をろ
過し、ネット内の捕集物を試料として採
取した。採取時間は、ろ水量が約14m3に
なるように地点ごとに設定した。採取
後、ろ水計の回転数と採取面積から、実
際のろ水量を算出した。冬季は流量が少
なかったことが原因か、ろ水計の回転が
不良だったため、デジタル流速計で流速
を測定し、ろ水量を算出した。①～④お
よび⑧では、橋上からロープを吊り下げ
て、⑤～⑦では、河川内に直接立ち入っ
て、採取を行った(図2)。 

図2 採取の様子 (左)橋上から(右)河川内 

３.前処理・分析 

ネット内の捕集物には植物片や土砂な

どの夾雑物が混在するため、それらを取

り除くための前処理を行った。目開き

100µmのネットで採取試料をろ過し、ろ液
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図1 調査地点(地理院地図Vectorに加筆) 



図4 馬込川各地点の形状別ＭＰ数 

図5 
ポリウレタン  
ビーズ  

を除いた。そこに30%過酸化水素を加え、

植物片等の有機物を酸化分解した。その

残渣に5.3Mヨウ化ナトリウム水溶液(比重

1.5g/cm3)を加え、土砂等の無機物を沈殿

させ、浮遊物を回収した。その中から1～

5mmのＭＰ候補物を分取した。 

分取後のＭＰ候補物は、顕微鏡で長

径、形状、色を記録してから、一部をフ

ーリエ変換赤外分光光度計(FT-IR)で測定

し、材質を同定した。夏季はATR法、冬季

は透過法で実施した。 

 

【結果・考察】 

 調査結果の概要を表2に示す。 

１. ＭＰ数及び長径別分類 

各地点におけるＭＰ数及び長径別分類

を図3に示す。都田川(⑤～⑧)ではＭＰが

ほとんど検出されなかったが、馬込川(①

～④)では全地点で多数のＭＰが検出され

た。既報 4)では河川の市街地率とＭＰ検出

量に正の相関があると示唆されており、

本調査においても市街地を流れる河川で

検出が多かった。 

また長径が短いほど検出数が多くなる

傾向が見られた。 

 

以下、ＭＰ検出が多かった馬込川(①～

④)について詳細を記載する。 

２.形状別ＭＰ個数 

馬込川から採取されたＭＰを形状別に

分類した結果を図4に示す。繊維状がいず

れの地点においても最も多く検出され、

特に冬季の下流域で多かった。繊維状に

次いで、発泡、破片が多く見られ、これ

らは二次ＭＰである可能性が高い。 

本調査で冬季に繊維状が多く検出され

た原因は不明である。繊維状の発生源を

特定するためには、支流や河川周辺状況

を調査することが有効であると考える。 

また夏季に検出された

ビーズは、形状とFT-IR

での測定結果から、肥料

の被膜殻だと推定された

(図5)。これは一次ＭＰ

に分類されるため、一次

ＭＰの抑制対策も必要で

あることが示唆された。 

３.ＭＰ数密度 

 ＭＰ数密度とはＭＰ数をろ水量で除し

た値である。馬込川各地点におけるＭＰ

数密度を図6に示す。夏季、冬季ともに上

流から下流にかけて、ＭＰ数密度が概ね

増加する傾向が見られた。特に②～③間

で顕著な増加が見られ、ここでは流下過

程における細分化の影響だけでなく、他

の要因もあることが疑われる。 

また季節間のＭＰ数密度を比較する

と、上流側では夏季＞冬季、下流側では

夏季＜冬季となった。ＭＰ数密度の季節

変動には、既報 7-10)で様々な考察があり、

未だ不明瞭な点が多い。本調査では冬季

に下流域で高くなる傾向が見られたが、

河川ＭＰ調査で生じる採取時のサンプル

ごとの誤差 4,11)を考慮すると単回調査でこ

の傾向を結論付けることは難しい。ＭＰ

数密度の季節変化を把握するには更なる

データが必要である。 

 

図3 各地点の長径別ＭＰ数  

図6 馬込川各地点のＭＰ数密度  

約3.3mm 



表2 本調査における馬込川、都田川のＭＰの測定結果 

(※1)流速不足のため、目標ろ水量に達さなかった。(※2)一部推定を含む。 

PE:ポリエチレン、PP：ポリプロピレン、PS：ポリスチレン、PET：ポリエチレンテレフタレート 

【まとめ】 
 市内の2河川についてＭＰ調査を行った
結果、都田川ではほとんど検出されなか
った。一方、馬込川の調査では、夏季は
1.2～1.8個/m3、冬季は0.41～4.1個/m3 検
出された。長径が短いほど検出数が増加
し、下流に向かうほど、ＭＰ数密度は高
くなる傾向が見られた。また、馬込川に
おいて夏季と冬季のＭＰ数密度を比較す
ると、上流域では夏季の方が、下流域で
は冬季の方が、高くなることが確認され
た。 

検出されたＭＰを形状別に見ると、い
ずれの地点においても繊維状が最も多か
った。また本市では二次ＭＰのみなら
ず、肥料の被膜殻とみられる一次ＭＰも
検出された。 

最後に、本調査において河川からＭＰ
候補物を複数回収できたが、その材質の
同定に必要な分析機器を当所では保有し
ておらず、他施設のFT-IRを借用して測定
した。その際、時間の制限により、測定
する検体を選定せざるを得なかった。一
部はFT-IRで材質を判定したＭＰと、外観
や比重を比較し種別を推定したデータを
含むことを特記しておく。 
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番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

地点名 沖橋 新北河原橋 船越橋 下村橋 大明神橋 潜竜橋 瀬戸橋 落合橋 

 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬  

採取日 (夏)2023/7/27、(冬)2023/12/1 (夏)2023/7/24 

個数密度(個/m3) 1.2 0.46 1.3 0.41 1.8 3.9 1.7 4.1 0.15 0 0.30 36.8 

ＭＰ数(個) 21 6 22 5 21 63 35 56 2 0 4 7 

ろ水量(m3) 17.6 13.0 17.0 12.2 11.6 16.0 20.1 13.5 12.7 11.2 13.3 0.19 

採取時間(分) 4 15 7 15 5 6 10 10 12 8 59 45 

種別(％)  

PE 29  27  14 17 34  5   100 86 

PP 10 33 41 80 33 41 26 48 50    

PS 24   5  24  23     14 

PET 33 67  9  29 37 14 36 50    

その他  5  18 20   5  3 11     

形状(％)  

破片 19   5   13 11 11    57 

シート・膜状 14   5  10  6  6  50  100 29 

ビーズ  5  23   5        

発泡 24   5 20 33  3 26  4    14 

円柱・球      5        

繊維 38 100 64 80 48 78 57 86 50    

長径(％)  

1.0mm～ 43 50 36 20 43 40 66 43    50 57 

2.0mm～ 29 50  9 20 29 41 14 34 50   50 29 

3.0mm～ 19  36 40 19 10  9 14 50   14 

4.0mm～5.0㎜ 10  18 20 10 10 11  9     

(※ 1)  

(※ 2)  


